
栗駒耕英地区は、岩手・宮城内陸地震、東日本大震災の2度の震
災で甚大な被害を受け、栗駒山観光客が激減しました。
そこで、栗駒山へ1人でも多くの方に足を運んでいただくよう

に、ここが日本イワナ発祥の地であることからご当地丼ぶり【栗駒
耕英岩魚丼】を宿泊施設、飲食店5店舗で開発。観光資源のイワナ
に感謝の意を表すとともに、震災の際にご支援いただいた多くの
方に御礼を込めて【栗駒耕英岩魚祭】を開催しており、今年で２回
目になります。
岩魚丼はもちろん、岩魚の塩焼き、くりこま高原野菜をはじめ栗
原市内の物産販売、小学生以下限定の岩魚掴み取り、栗原
YOSAKOI踊り、野外ライブ等が行われます。ぜひ、この機会に栗
駒山へ足を運んでみてはいかがでしょうか。
■開催日／平成26年9月23日（火）※秋分の日　11：00～
■場　所／ハイルザーム栗駒駐車場
■交　通／東北自動車道　若柳・金成インターより　約50分

駐車場無料・臨時駐車場あり
■問合せ／2014栗駒耕英岩魚祭実行委員会事務局

（ハイルザーム栗駒内）
　　　　　TEL 0228-43-4100
　　　　　FAX 0228-43-4001

2014　栗駒耕英岩魚祭
●小規模企業振興基本法等の公布及び概要について （２）

●よろず支援拠点開設記念セミナー•お知らせ （3）

●商工会事業の紹介（みやぎ北上商工会） （4）

●商工会事業の紹介（くろかわ商工会） （4）

●全国各地の地場産品のインターネット通販サイト （5）

●ぼくのお父さん（利府松島商工会青年部） （5）

●中小企業大学校仙台校　下期研修のご案内 （6）

●月刊「商工会」購読のお知らせ （7）

●教育訓練給付金制度拡充のお知らせ （7）

●青年部•女性部コーナー （8）

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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全
国
三
八
五
万
の
中
小
企
業
の

九
割
を
占
め
る
小
規
模
事
業
者

は
、
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え
る

極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
も
の

の
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
地
域

上
記
の
「
小
規
模
基
本
法
」
が

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
政
策
の

体
系
で
あ
る
の
に
対
し
、「
小
規

模
支
援
法
」
は
、
半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
小
規
模
事
業
者
の
経
営
相

談
に
応
じ
て
き
た
商
工
会
・
商
工

会
議
所
が
、
市
町
村
や
地
域
の
金

融
機
関
等
と
連
携
し
て
、
小
規
模

事
業
者
の
意
欲
あ
る
取
り
組
み
を

強
力
的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
備

す
る
た
め
に
法
律
を
一
部
改
正
し

た
も
の
で
あ
る
。

概
要
と
し

て
は
、
商
工

会
・
商
工
会

議
所
が
、
地

域
の
小
規
模

事
業
者
の
課

題
を
自
ら
の

課
題
と
し
て

捉
え
、
小
規

模
事
業
者
に

よ
る
事
業
計

画
の
策
定

を
支
援
し
、

そ
の
着
実
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
う

「
伴
走
型
」

の
支
援
を
行

う
体
制
を
整

備
。
更
に
、

経
済
の
低
迷
と
い
っ
た
構
造
の
変

化
に
直
面
し
て
い
る
。

今
回
制
定
さ
れ
た
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
で
は
、
小
規
模
事
業

者
の
振
興
を
基
本
原
則
と
し
て
、

小
企
業
者
（
概
ね
従
業
員
五
人
以

下
）
を
含
む
小
規
模
企
業
に
つ
い

て
、
中
小
企
業
基
本
法
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
成
長
発
展
」
だ
け
で

な
く
、技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
、

安
定
的
な
雇
用
の
維
持
等
を
含
む

「
事
業
の
持
続
的
発
展
」
が
重
要

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
上
で
政
府
は
、
施
策
の
基

本
方
針
と
し
て
、
①
多
様
な
需
要

に
応
じ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
②
経
営
資
源
の
有
効
な
活
用

と
人
材
の
確
保
・
育
成
の
推
進
、

③
地
域
経
済
の
活
性
化
等
に
資
す

る
事
業
活
動
の
推
進
、
④
支
援
体

制
の
整
備
の
四
つ
を
定
め
、
方
針

通
り
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
五

市
町
村
や
金
融
機
関
、
他
の
公
的

機
関
と
の
連
携
の
強
化
、
地
域
産

品
の
展
示
会
の
開
催
等
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
面
的
な
支
援
を

通
じ
、
小
規
模
事
業
者
の
活
動
を

徹
底
的
に
支
援
す
る
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
小
規
模
事
業
者
を
支
援

す
る
体
制
を
全
国
各
地
に
構
築
す

る
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
各
種
政
策
を
支
援
機
関

の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た

商
工
会
・
商
工
会
議
所
が
着
実
に

実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

大企業
1,229万人
30.6%

中小企業
1,855万人
46.2%

万人
小規模企業
929
23.2%

従業員数（2006年、4,013万人）企業数（2012年、386万社）

大企業
1万社
0.3%

51
中小企業
万社
13.2 %

小規模企業
334万社
86.5%

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
（
小
規
模
基

本
法
）」
及
び
「
商
工
会
及
び
商
工
会
議

所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
小
規

模
支
援
法
）」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日
第
一
八
六
回
通
常
国
会
に
お
い
て
成

立
し
、
六
月
二
十
七
日
そ
れ
ぞ
れ
法
律
第
九
四
号
・
第
九
五
号
と
し

て
公
布
さ
れ
、
小
規
模
基
本
法
は
即
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

年
間
の
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
を
図
る
「
基
本
計
画
」
を

定
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
に

基
づ
き
小
規
模
企
業
の
振
興
策
が

講
じ
ら
れ
る
。

【小規模企業の役割・課題・対応策】
小規模企業の役割 課　題 小規模企業がとるべき対応策

①顧客ニーズに応じ
た財・サービスの
提供

需要の変化・減少 顔の見える信頼関係をより積極的に活用し
た、潜在的な需要を掘り起こすためのビジネ
スモデルの構築

②雇用の維持・創出 経営層の高齢化
雇用者数の減少

多様な人材・新たな人材の活用による事業の
展開・創出

③地域経済社会の
　担い手

地域全体の活力の
低下

地域ブランド化・にぎわいの創出

小
規
模
基
本
法
の
概
要

小
規
模
支
援
法
の
概
要

【地域ぐるみで小規模事業者を面的に支援する体制の構築】
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か
す
」、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
が
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
宮
城

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
と
ど
ま
ら

ず
参
加
し
た
支
援
機
関
に
と
っ
て

大
変
参
考
に
な
る
講
演
で
し
た
。

前
回
の
商
工
連
会
報
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

課
題
に
対
応
す
る
、「
宮
城
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
」
が
宮
城
県
商
工
会

連
合
会
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
設
を
記
念
し
式
典
及
び

セ
ミ
ナ
ー
が
七
月
十
六
日
㈬
午

後
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
仙
台
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
の
後
、
第
二
部

の
記
念
講
演
で
は
、
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
、

静
岡
県
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー（
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
）の
副
セ
ン
タ
ー

長
杉
本
剛
敏
氏
を
お
招
き
し
、

「
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
の
支
援
事
例
に
見
る

ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
秘
訣
」
と
題
し
、

ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
に
お
け
る
企
業
支
援
の

考
え
方
、
具
体
的
な
支
援
方
法
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
事
例
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
の
特
徴
的
な
点
は
、

多
彩
な
支
援
ス
タッフ
に
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
診
断
士
、
税
理
士
等

を
始
め
、
Ｉ
Ｔ
、
デ
ザ
イ
ン
系
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
経
験
豊
か

な
専
門
家
に
よ
る
販
路
拡
大
や
売

上
向
上
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が

最
大
の
売
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
の

相
談
の
約
九
割
は「
売
上
の
悩
み
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ

で
は
社
長
の
話
を
徹
底
的
に
聞
い

て
「
強
み
」
を
発
掘
し
、そ
の
「
売

り
」
を
ス
タ
ッ
フ
が
総
力
を
挙
げ

て
支
援
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、売
り
込
む
際
の「
ネ
ー

ミ
ン
グ
」、「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」

の
支
援
も
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
の
特
徴
の

一
つ
で
す
。
講
師
の
杉
本
副
セ
ン

タ
ー
長
は
広
告
代
理
店
出
身
で
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
等
を
数
多
く
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

「
ス
ピ
ー
ド
感
」、「
気
付
き
を
活

「
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
の
支
援
事
例
に
見
る

ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
秘
訣
」

︱
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
開
設
記
念
セ
ミ
ナ
ー
︱

講師の杉本剛敏氏

講演の様子

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

活
用
を
！

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

で
は
、
売
上
拡
大
、
Ｉ
Ｔ
活

用
、
経
営
改
善
、
資
金
繰
り
、

創
業
、
事
業
承
継
な
ど
、“
よ

ろ
ず
相
談
”
受
付
中
で
す
。

ご
相
談
に
は
内
容
を
お
聞

き
し
た
上
で
①
高
度
で
先
進

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
②
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
支
援
③
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ

り
、
丁
寧
な
支
援
・
対
応
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
お
困
り
の

案
件
は
地
元
商
工
会
又
は
県

商
工
会
連
合
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

皆様のご参加をお待ちしています！
宮城県よろず支援拠点セミナーのお知らせ

　「先進事例セミナー〜 f-Bizの支援事例に見る
ビジネス成功の秘訣・第二弾〜」　

【日　時】　平成26年 9 月19日㈮　10：00 〜 12：00
【会　場】　TKPガーデンシティ仙台勾当台 3 F
　　　　　（仙台市青葉区国分町 3 − 6 − 1 ）

【講　師】　富士市産業支援センター f-Bizセンター長
　　　　　小　出　宗　昭　氏

【定　員】　100名
【受講料】　無料
【申込・お問い合わせ先】
　　　　　宮城県よろず支援拠点

　（宮城県商工会連合会　広域企業支援グループ）
電話・FAX・Ｅ-mailにて、住所・氏名・電話番号を明記の上お
申し込み下さい。
TEL 022−225−8751　FAX 022−265−8009
Ｅ-mail kouikishien@office.miyagi-fsci.or.jp

【締　切】　 9 月12日㈮
（ただし、定員になり次第締め切らせていただきます。）

「経営革新塾」参加者募集
　経営革新塾では、既存事業の強みを活かし、新たな取り組みを
実践できる経営計画づくりを学びます！

【日　時】　第 1 回　『経営理念と経営戦略』	 11月 1 日㈯
　　　　　第 2 回　『お金の話』	 11月 8 日㈯
　　　　　第 3 回　『売れる仕組み』	 11月15日㈯
　　　　　第 4 回　『経営革新新計画のポイント』	 11月22日㈯
　　　　　※開催時間はいずれも午前10時〜午後 5時

【講　師】　渡　辺　進　也　氏
（㈲まる進代表取締役・中小企業診断士）

　　　　　後　藤　　　毅　氏（中小企業診断士・行政書士）
【会　場】　登米中央商工会　登米市迫町佐沼字上舟丁12− 6
【定　員】　30名
【受講料】　無料
【申込・お問い合わせ先】
　　　　　宮城県商工会連合会　広域企業支援グループ
電話・FAX・Ｅ-mailにて、住所・氏名・電話番号を明記の上お
申し込み下さい。
TEL 022−225−8751　FAX 022−265−8009
Ｅ-mail kouikishien@office.miyagi-fsci.or.jp

【締　切】　10月24日㈮
（ただし、定員になり次第締め切らせていただきます。）
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広
く
消
費
意
欲
を
喚
起
し
た
い
と

の
考
え
か
ら
、
例
年
よ
り
発
売
日

を
一
か
月
前
倒
し
て
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

大
郷
町
は
仙
台
市
や
富
谷
町

な
ど
商
業
集
積
が
進
む
近
隣
市
町

の
影
響
が
大
き
く
、
購
買
流
出
が

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。『
宮

城
県
の
商
圏
』（
宮
城
県
二
〇
一
三

発
行
）
に
よ
る
と
、
大
郷
町
の
地

元
購
買
率
は
十
五・六
％
（
最
寄
品

三
十
八・一
％
、
買
回
品
〇・
四
％
）

と
県
内
の
他
町
村
と
比
べ
て
も
低

く
、
地
元
商
店
に
と
っ
て
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

為
に
も
、
割
増
商
品
券
の
利
用
を

き
っ
か
け
に
、
地
元
商
店
の
サ
ー

ビ
ス
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
月
二
日
㈯
に
登
米
市
登
米
町

と
よ
ま
蔵
ジ
ア
ム
駐
車
場
特
設
会

場
に
お
い
て
、「
と
よ
ま
明
治
村

夏
ま
つ
り
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。

と
よ
ま
明
治
村
夏
ま
つ
り
は
、

み
や
ぎ
北
上
商
工
会
青
年
部
登
米

支
部
主
催
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、

今
年
三
十
周
年
を
迎
え
る
恒
例
行

事
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
、
お
笑
い

芸
人
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
お

笑
い
プ
ロ
レ
ス
、
音
楽
ラ
イ
ブ
を

は
じ
め
、
地
元
登
米
町
の
幼
稚
園

児
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
チ
ア
ダ
ン

七
月
一
日
、
く
ろ
か
わ
商
工
会

大
郷
事
務
所
を
含
む
大
郷
町
内

十
一
ヵ
所
の
指
定
販
売
店
で
、
大

郷
町
割
増
商
品
券
「
お
お
さ
と㊕

得

商
品
券
」を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
商
品
券
発
行
事
業
は
、
地

域
商
工
業
の
活
性
化
と
消
費
者
の

利
便
性
向
上
、
町
外
へ
の
購
買
流

出
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
大
郷
町

の
補
助
を
受
け
て
く
ろ
か
わ
商
工

会
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
平

成
二
十
一
年
の
発
行
か
ら
今
年
で

六
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

ス
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
映
画
上
映
、

そ
し
て
三
十
周
年
を
記
念
し
て
大

抽
選
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

抽
選
会
の
特
別
賞
と
し
て
デ
ィ

ズ
ニ
ー
招
待
券
と
い
っ
た
豪
華
な

景
品
が
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
、

子
供
た
ち
は
当
日
配
布
し
た
抽
選

券
を
見
つ
め
な
が
ら
参
加
し
て
お

今
年
度
の
事
業
内
容
は
、
一

セ
ッ
ト
一
万
円
で
一
万
千
五
百

円
分
の
商
品
券
（
一
・
五
割
増
、

五
百
円
券
・
二
十
三
枚
綴
り
）、

総
額
で
千
五
百
十
八
万
円
分
（
内

町
補
助
金
が
百
九
十
八
万
円
）
を

販
売
し
、
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
有
効
期
間
内
に
、
町
内
の

七
十
三
店
の
商
品
券
事
業
加
盟
店

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

券
面
に
は
、
今
年
四
月
に
誕
生

し
た
大
郷
町
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
常
（
つ
ね
）
の
モ
ロ
」
を

第
三
十
回

と
よ
ま
明
治
村
夏
ま
つ
り

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

お
お
さ
と
㊥得
商
品
券販

売
事
業

く
ろ
か
わ
商
工
会

り
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
魚
の
つ
か
み
ど
り
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
の
部
員
が
子
供
の

頃
、
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
魚
の
つ
か
み
ど
り
を
経
験
し
て

お
り
、
今
の
子
供
た
ち
に
是
非
体

験
し
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

実
施
さ
れ
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
の

経
験
が
少
な
い
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
と
て
も
新
鮮
で
面
白
み
の
あ

る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良
い

思
い
出
と
な
る
夏
ま
つ
り
と
な
り

ま
し
た
。

マル得商品券販売周知チラシ

魚のつかみ取り

大抽選会の様子

取
り
入
れ
て
印
刷
し
た
と
こ
ろ
町

民
に
大
変
好
評
で
す
。

昨
年
度
ま
で
は
、
割
増
率
を
二

割
と
し
て
、
総
額
千
二
百
万
円
分

（
一
セ
ッ
ト
五
千
円
で
六
千
円
分

の
商
品
券
販
売
）
を
発
行
し
、
早

期
に
完
売
す
る
な
ど
大
変
好
評
で

し
た
が
、

今
年
四
月

の
消
費
税

率
改
定
の

影
響
を
踏

ま
え
、
出

来
る
だ
け

多
く
の
方

に
割
増
商

品
券
を
利

用
し
て
い

た
だ
き
、
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ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、水
道

屋
さ
ん
で
す
。松
島
住
宅
設
備

㈱
の
社
長
を
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
し
ん
さ
い
の
時
は

朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
、一
週
間
の
間

ほ
と
ん
ど
の
日
が
仕
事
や
か
い

ぎ
で
夜
お
そ
く
に
か
え
っ
て
き

ま
す
。

で
も
、ほ
と
ん
ど
の
日
が
い

な
く
て
も
お
父
さ
ん
は
僕
の
大

切
な
お
父
さ
ん
で
す
。

日
よ
う
日
は
お
父
さ
ん
が
休

み
な
の
で
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん

で
も
ら
え
ま
す
。ぼ
く
は
こ
の

日
よ
う
日
と
い
う
お
父
さ
ん
が

休
み
の
日
が
一
番
好
き
で
す
。

そ
の
理
由
は
家
ぞ
く
で
い
ら
れ

る
時
間
が
あ
る
か
ら
で
す
。ぼ

く
は
家
ぞ
く
で
い
ら
れ
る
時
間

が
と
て
も
幸
せ
で
す
。夏
休
み

中
は
、お
父
さ
ん
が
休
み
の
日

が
あ
る
の
で
青
森
に
旅
行
に
行

き
ま
す
。ぼ
く
は
こ
の
日
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
の
す
ご
い

と
こ
ろ
は
、会
社
の
仕
事
を
し

な
が
ら
、商
工
会
青
年
部
の
活

動
も
し
て
い
る
こ
と
で
す
。ぼ

く
は
去
年
の
ま
つ
の
市
で
、お

父
さ
ん
と
一
緒
に
か
き
ご
お
り

を
手
つ
だ
っ
た
の
で
、ご
ほ
う

び
に
タ
ケ
ト
ン
ボ
を
か
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。仕
事
も
活
動
も

が
ん
ば
る
お
父
さ
ん
は
す
ご
い

と
お
も
い
ま
し
た
。毎
日
忙
し

い
け
れ
ど
ぼ
く
は
こ
ん
な
す
ば

ら
し
い
お
父
さ
ん
が
い
て
と
て

も
幸
せ
で
す
。

ぼ
く
が
大
き
く
な
っ
た
ら
お

父
さ
ん
の
会
社
を
つ
ぎ
た
い
で

す
。

勉さんと仰さん

遠え
ん
ど
う藤

　
仰お
お
せさ
ん
　
　

（
松
島
第
一
小
学
校
三
年
）

　

松
島
住
宅
設
備
株
式
会
社

利
府
松
島
商
工
会
青
年
部　

遠え
ん
ど
う藤　

勉つ
と
むさ
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

全国各地の地域産品のインターネット通販サイト

「ニッポンセレクト.com」への出品募集！
決済、物流などの不安も手厚くサポート。ネットショップ開業の足がかりに。

全国商工会連合会が今年２月にオープンさせたＥＣサイト「ニッポンセレクト.com」。全国連の公式サイト
という信頼面だけでなく、販売促進をはじめ、決済や物流など難雑な手続きまで手厚くサポートし販路開拓
を支援しています。是非、この機会に自慢の商品を登録してネットショップを始めてみませんか！

出品者は商品を出すだけでＯＫ。煩わしい業務は運営事務局がサポート。

出品申込みや詳細については、お近くの商工会へお問い合わせください。

○費用負担
【主催者（ニッポンセレクト.com）負担】
　・ウェブ作成に係る取材、編集業務と製作費
・ウェブ掲載後の運用全般（受発注、掲載、商品管理、
決済）業務と費用

　・販売に伴う広告宣伝費
　・商品の仕入れ・支払い業務と費用

※生鮮品など取材・撮影時期を逸している商品は画
像の提供をお願いすることがあります。

【出品事業者負担】
　・掛け率での卸価格提供になります。
本企画での一般的な想定掛け率 75%～ 80％です。
売上は、振込手数料を差し引いた後、事業者ごとに指
定の口座へお振込致します。

　・サンプルの無償提供（お申込み時サンプル）
　・振込手数料
　・その他掲載者の個別の事由により計上される費用等

①出店料・出品料が無料　②写真撮影など商品力向上支援　③物流作業を代行
④クレジットなど決済システムを用意　⑤メディアを使った商品ＰＲ

5つの出店
メリット
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会員事業所皆様は、 
特別価格１冊１００円

（通常価格４６４円）
で購入できます。 

購読申し込みは、最寄りの商工会まで。 

　月刊｢商工会｣誌は、全国商工会連合会
の機関誌として、全国 100 万人会員事業
者、商工会、都道府県商工会連合会、関
係省庁、都道府県、市町村、関係団体等
を対象に発行されています。商工会事業
の円滑な推進並びに商工会地域の活性化
を達成するための各種情報
■国の中小企業施策などの告知情報
■時代に合わせた経済情報
■中小企業を対象としたビジネス情報
■人、地域、企業等の様々な事例紹介
を含めたコミュニケーション情報等を独
自の視点に立った特集と分かり易さを重
視した編集方針で提供しております。

【サイズ】A4 版 64 ページ 【発行日】毎前月25日

「教育訓練給付金制度」が拡充されます。
本年10月 1 日から、「教育訓練給付金」の給付内容が拡充されます。新しい制度では、中長期的なキャリ

アアップを支援するため、厚生労働大臣が専門的・実践的な教育訓練として指定した講座（専門実践教育訓
練）を受講した場合に、給付金の給付割合の引上げや追加支給があります。
専門実践教育訓練の対象となる講座については、厚生労働省ホームページにて順次決定・公表されますの
でご確認下さい。

【専門実践教育訓練給付金】
★支給対象者

厚生労働大臣が指定する 1 年以上 3 年以内の
講座を受講する方

受講開始日現在で雇用保険の被保険者であっ
た期間が10年以上（初めて利用する方は当分の
間 2 年以上）ある方で、在職中の方又は離職後
1 年以内の方
★受給できる額

教育訓練施設に支払った教育訓練経費の40％
に相当する額（上限年32万円）

【教育訓練支給給付金】
★支給対象者

初めて専門実践教育訓練（通信制、夜間制を
除く）を受講する方で、受講開始時に45歳未満
等一定の条件を満たす方

★受給できる額
1 日当たり、雇用保険失業者給付の基本手当

日額の50％の金額

制度の詳細については、お近くのハローワークにお問い合せ下さい。

平成26年
10月1日から
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被
災
地
視
察
研
修
会
」
及
び
「
県

青
連
正
副
会
長
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
青
年
部
と
の
意
見
交
換
会
」

の
各
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

り
。

○
最
優
秀
賞

福
島
県
代
表

滝
根
町
商
工
会
女
性
部

二
瓶
恵
美
子　

さ
ん

秀
賞
は
逃
し
、
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
進
出
は
な
ら

な
か
っ
た
。

次
い
で
、
落
語
家
六
華
亭
遊
花

さ
ん
を
講
師
に
『
な
ま
っ
て
笑
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
と
題

し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

郷
土
芸
能
の
披
露
が
な
さ
れ
る
な

ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
大

会
と
な
っ
た
。

二
日
目
の
全
体
研
修
会
で
は
、

岩
手
県
商
工
会
女
性
部
の
代
表
者

よ
り
東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
復

興
へ
の
歩
み
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
用
し
て
紹
介
さ
れ

た
。な

お
、
第
十
四
回
主
張
発
表
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

家
業
を
事
業
継
承
し
た
体
験
談
か

ら
、
商
工
会
青
年
部
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
活
性
化
活
動
へ
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
阿
蘇
市
を
訪
れ
る

観
光
客（
交
流
人
口
）を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
既
存
の
大
衆
食
堂
を
郷
土
料

理
店
と
し
て
展
開
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
建
築
内
装
業
か
ら
飲
食

業
へ
と
事
業
主
体
を
大
き
く
シ
フ

ト
さ
せ
た
こ
と
等
を
話
さ
れ
た
。

続
い
て
、
株
式
会
社
楽
天
野
球

団
の
大
野
健
一
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ

り
、
球
団
の
地
域
貢
献
活
動
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
、
平
成
二
十
六
年
度
県

青
連
事
業
の
重
点
事
業
に
つ
い

て
、
県
青
連
正
副
会
長
よ
り
説
明

が
な
さ
れ
、
今
年
度
初
め
て
取
り

組
む
「
県
下
商
工
会
青
年
部
長
と

建
築
業
か
ら
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
飲
食
店
へ
と
事
業
転
換

︱
商
工
会
青
年
部
正
副
部
長
研
修
会
︱

第
十
四
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

が
七
月
十
六
〜
十
七
日
、
岩
手
県

盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
」
を
会

場
に
、
東
北
・
北
海
道
の
各
地
か

ら
本
県
女
性
部
員
二
十
六
名
を
含

む
女
性
部
員
四
百
二
十
八
名
の
参

加
の
下
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
各
道
・
県
商
工
会
女
性
部
の

去
る
六
月
二
十
五
日
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
仙
台
に
お
い
て
、
県
下
商
工

会
青
年
部
正
副
部
長
五
十
八
名
参

加
の
も
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。本

研
修
会
で
は
、
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
長
、
熊
本
県
阿
蘇

市
で
、
有
限
会
社
イ
ン
テ
リ
ア
丸

装
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
宮
本
博

史
氏
よ
り
「
企
業
経
営
と
青
年
部

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
、

代
表
者
六
名
が
自
分
達
の
女
性
部

活
動
や
体
験
な
ど
に
つ
い
て
熱
弁

を
奮
っ
た
。

本
県
代
表
の
相
澤
邦
戸
さ
ん

（
角
田
市
商
工
会
）
は
、
参
加
し

た
地
元
女
性
部
員
の
応
援
を
背

に
、
桑
の
葉
の
効
用
を
研
究
し
、

部
員
で
摘
ん
だ
桑
の
葉
を
パ
ウ

ダ
ー
に
『
桑
の
し
ず
く
』
と
命
名

し
販
売
活
動
を
通
し
て
女
性
部
の

係
わ
り
に
つ
い
て
堂
々
と
発
表
し

た
。審

査
の
結
果
、
惜
し
く
も
最
優

相
澤
邦
戸
さ
ん（
角
田
市
）

優
秀
賞
受
賞
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
員
交
流
研
修
会
︱

熱心に聴講する青年部員

講演する宮本博史氏

優秀賞に輝いた相澤邦戸さん
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